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万
葉
集
に
於
け
る
訓
法
に
つ
い
て

ー
特
に
訓
添
え
の
面
か
ら

島

富

美

子

漢
字
漢
文
を
駆
使
し
て
品
青
か
れ
た
万
葉
集
は
、
一
字
一
音
式
の
他

に
、
少
な
い
字
数
で
多
く
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
巻
も
亦
多
く
存
在

す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
歌
に
は
、
歌
の
根
底
の
意
を
表
わ
す
文
字

は
表
記
さ
れ
て
も
、
そ
の
歌
を
左
右
す
る
助
詞
、
助
動
詞
等
は
比
較

的
に
表
記
省
略
さ
れ
易
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
叉
、
表
記
者
は
そ

の
表
記
傾
向
に
特
長
を
示
し
、
表
記
省
略
の
多
少
、
二
疋
文
字
、
一
言

葉
の
使
用
等
へ
と
様
々
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
れ
ら
一
連
の
傾

向
に
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
当
時
の
表
現
法
・
構
文
法
が
各
々
の
理

解
の
上
に
確
実
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
か
。
慣

用
旬
、
呼
応
関
係
等
：
・
。
例
え
そ
れ
ら
が
表
記
省
略
の
形
で
あ
ら
わ

れ
て
い
て
も
、
当
然
訓
添
え
す
べ
く
考
え
ら
れ
、
何
ら
支
障
の
あ
る

べ
き
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ω
無
暇
人
之
眉
根
乎
徒
令
掻
乍
不
相
妹
可
聞
（
凹
・
五
六
二
）

こ
の
歌
の
第
四
句
は
、
諸
註
釈
書
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
カ
シ
メ
ツ
ツ

モ
と
、
引
を
精
読
し
て
訓
ん
で
い
る
が
、
新
校
と
全
註
釈
は
、
ヵ
ヵ

シ
メ
ニ
ツ
ツ
と
、
助
動
詞
一
一
を
補
読
し
て
い
る
。
特
に
全
註
釈
は
、

可
u

－－
fe
・

e

－

a

・
E

・E
・－－－
E

ヌ

パ

タ

マ

ノ

ヨ

ハ

ア

ケ

ヱ

ツ

ツ

ニ
ツ
ツ
の
例
と
し
て
巻
十
・
二

O
七
六
の
「
烏
珠
之
夜
者
開
繭
乍
」

を
掲
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
「
注
釈
」
に
も
一
言
う
よ
う
に
、

夜
が
明
け
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
完
了
二
が
あ
っ
て
然

る
べ
き
だ
ろ
う
が
、
問
題
歌
は
眉
根
を
掻
く
動
作
の
連
続
状
態
を
表

わ
し
て
い
る
の
で
そ
の
点
か
ら
も
妥
当
な
訓
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
乍
に
モ
が
補
読
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は

ア
リ
ツ
ヅ
モ

的
此
山
岡
草
苅
小
子
勿
然
苅
相
側
君
来
座
御
写
草
為
（
七
・
二
一
九
二
）

（
七
九
二
a

一一〉

ツ
ツ
モ
ア
－
フ
ム

仙
川
雲
谷
灼
発
意
追
見
乍
有
及
直
相
（
十
一
・
二
四
五
二
）

の
如
き
例
も
存
在
し
、

イ
メ
エ
ゾ
ミ
ユ

W

川
円
未
玉
之
年
月
兼
而
烏
玉
乃
明
爾
所
到
見
君
之
容
儀
者（十一一・一一九五六）

ナ
キ
ナ
ラ
そ

川
門
風
不
吹
浦
繭
浪
立
側
斜
引
五
何
者
負
呑
逢
者
無
二
（
十
了
二
七
三
六
）

の
如
き
例
も
存
在
す
る
ト
ら
し
て
、
蜂
矢
氏
の
「
読
添
へ
は
借
音
表

記
と
は
共
存
し
得
な
い
」
と
い
う
説
は
必
ず
し
も
正
鵠
を
得
て
い
る

と
は
言
わ
れ
ず
、
や
は
り
こ
こ
は
、
当
然
モ
を
補
読
し
て
カ
カ
シ
メ

ツ
ツ
モ
と
施
訓
す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。
加
之
、
集
中
モ
・
：
カ

モ
の
呼
応
関
係
の
例
は
数
多
く
存
在
L
、

カ
カ
シ
メ
ソ
ツ
モ

五
十
殿
寸
太
薄
寸
眉
根
乎
徒
令
掻
管
不
相
人
可
母
（
土
一
・
一
一
九
C
一一一）

の
好
傍
証
例
に
比
べ
れ
ば
、
文
句
な
く
、
詠
嘆
を
ふ
ま
え
た
モ
l
カ

モ
の
呼
応
関
係
で
解
決
さ
れ
る
と
い
う
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

働
昨
日
見
而
今
p

日
社
間
吾
妹
児
之
幾
許
継
乎
見
巻
欲
毛

（
十
一
・
二
五
五
九
）

こ
の
歌
の
結
句
の
訓
は
、
現
在
、
①
ミ
マ
グ
ホ
シ
キ
モ
と
、
②
ミ
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マ
グ
ホ
シ
モ
の
二
説
に
代
表
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
①
説
の
沢
潟
博
士
は
「
注
釈
」
で
『
「
巻
」
の
借
訓
仮
名
の
下
に

助
詞
を
訓
添
へ
た
例
は
な
く
（
中
略
〉
シ
を
訓
む
な
ら
ば
之
が
あ
っ

た
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
ホ
シ
と
終
止
形
で
結
ぶ
に
は
上
の
ガ

が
問
題
に
な
る
（
中
略
）
そ
こ
で
佐
伯
君
（
「
万
葉
語
研
究
」
三

O

頁
）
は
が
：
・
ホ
シ
キ
と
訓
む
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ガ
は
下
を
連
体
形

。
。

で
う
け
る
為
の
も
の
で
な
《
「
吾
妹
子
」
の
上
に
「
何
し
か
も
」
な

ど
い
ふ
語
が
略
さ
れ
た
も
の
と
見
る
、
と
言
は
れ
る
の
で
あ
る
』
と

述
べ
ら
れ
詳
し
い
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
私
は
、
集
中
の
諸

例
か
ら
推
し
て
、
や
は
り
②
説
に
従
う
べ
き
だ
と
思
う
。
集
中
グ
語

法
十
そ
の
形
を
と
っ
て
い
る
例
は

ミ

－

フ

グ

シ

ヨ

シ

そ

〔
A
〕
仰
天
原
門
度
光
見
良
久
之
好
調
（
六
・
九
八
三
〉

ユ

カ

ク

ジ

エ

シ

モ

帥
児
呂
我
可
奈
門
欲
由
可
久
之
要
思
召
（
十
四
・
一
二
五
三

O
）

ミ

ラ

マ

ク

ル

ジ

モ

〔B
〕
的
妹
之
光
儀
乎
則
樹
剖
刑
制
刷
っ
て
二
二
九
）

チ
ラ
マ
グ
ヲ
シ
そ

伺
桜
花
未
見
繭
散
意
惜
副
判
（
十
・
一
八
七

O
）

等
々
で
、
〔
A
〕
は
強
意
判
を
書
添
え
、
〔
B
〕
は
助
動
調
ム
の
ク
語

法
が
動
詞
に
接
続
す
る
事
に
よ
っ
て
定
数
音
と
な
っ
て
い
る
形
で
あ

り
、
共
に
引
は
形
容
詞
の
終
止
に
接
続
し
て
い
る
。
〔
A
〕
〔
B
〕と

も
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
グ
語
法
＋
（
シ
）
＋
形

容
詞
の
終
止
形
＋
モ
の
形
は
一
種
の
慣
用
句
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ

こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
問
題
歌
「
見
巻
欲
毛
」
は
、
当
然
ミ
マ
グ
シ
ホ

シ
モ
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
尚
、
借
訓
仮
名
の
下
の
訓
添
え
に
つ

ナ
キ
ナ
ヲ
モ
ワ
レ
ハ
オ
ヘ
ル
カ

い
て
の
懸
念
は
、
借
訓
仮
名
は
お
ろ
か
、
品
川
制
明
、
吾
者
負
香
（
十

一
・
二
七
二
六
）
の
如
く
、
字
音
仮
名
「
乎
」
の
下
で
さ
え
、
モ
が

補
読
さ
れ
る
確
例
が
存
在
す
る
事
が
ら
も
一
応
解
消
さ
れ
る
も
の
と

思
う
。と

こ
ろ
で
、
「
吾
妹
子
之
」
の
之
は
、
・
：
ホ
シ
と
終
止
で
結
ぶ
に

当
っ
て

f

、
ヮ
ギ
モ
コ
ハ
と
訓
ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
経
伝
釈
詞
に

者
、
猶
「
諸
也
」
又
、
「
諸
ノ
之
也
」
と
あ
っ
て
、
羽
劃
は
漢
文
の

助
辞
と
し
て
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
他
に
も

の
梓
弓
春
山
近
乳
配
訓
続
而
聞
良
牟
鷺
之
音
（
十
・
一
八
二
九
）

キ
ミ
ハ
キ
マ
サ
実

M
W

求
跡
曾
君
剖
不
来
益
捨
登
曾
似
ず
不
来
益
（
十
三
・
三
一
三
八
）

付
亦
使
ニ
何
神
一
ガ
士
口
。
亦
遺
ニ
局
神
一
者
士
口
。
（
神
代
記
〉

付
昔
者
間
一
一
分
后
｝
今
之
見
ニ
士
口
賓
－
（
懐
風
藻
）

等
、
確
例
は
多
い
。
就
中
、
問
題
を
招
く
が
・
：
ホ
シ
よ
り
、
言
外
に

。
。

逆
接
的
意
味
を
含
む
上
旬
の
コ
ソ
の
存
在
は
、
わ
ざ
お
ざ
「
何
し
か

も
」
を
補
う
必
要
は
な
い
と
一
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

要
す
る
に
、
「
し
き
り
に
会
い
た
い
」
と
い
う
気
持
が
、
感
情
的

な
強
調
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
言
え
、
コ
ソ
：
・
ハ
：
・
シ
ホ
シ

モ
の
関
係
が
一
層
、
素
直
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
二
つ
の
場
合
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
が
、
こ
の
よ
う
な

表
現
法
は
、
当
時
の
一
種
の
法
則
と
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
集
中
、

様
々
の
形
で
存
在
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
問
題
を
二
・

三
取
り
上
げ
、
訓
添
え
、
改
訓
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思

A
ノ
。
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ω
モ
l
カ
の
形

藤
浪
咲
春
野
爾
蔓
葛
下
夜
之
恋
者
久
雲
在
（
十
・
一
九

O
一）

右
の
歌
の
結
句
は
、
従
来
、
諸
註
釈
書
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ヒ
サ
シ

グ
モ
ア
ラ
ム
と
訓
ん
で
お
り
、
格
別
の
疑
問
を
持
た
れ
た
事
は
な

い
。
し
か
し
集
中
十
六
例
も
あ
る
そ
ア
ラ
ム
の
形
に
つ
い
て
、
改
め

て
調
べ
る
と
凡
そ
二
つ
の
型
に
分
け
ら
れ
る
事
が
分
る

ま
ず
第
一
の
型
は

ツ

ぞ

ア

ヲ

ム

的
己
能
許
ロ
口
波
書
非
都
追
母
記
同
哨
（
十
五
・
三
七
二
六
）

『
ー
し
冶
し
｝

に
代
表
さ
れ
る
如
く
、
「
：
・
で
し
ょ
う
十
刀
カ
こ
ご
と
、
推
量

戸
そ
れ
な
の

t」

の
意
で
終
っ
て
も
、
句
中
、
文
は
言
外
に
逆
接
的
な
意
を
含
ん
で
い

る
類
で
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
型
に
属
し
て
い
る
。
第
二
の
型
は

ア

フ

モ

7
2
ト
ラ
ム

的
伊
能
知
安
良
婆
安
布
開
封
許
登
良
牟
・
：
（
主
・
＝
一
七
四
五
）

の
様
に
「
：
・
で
し
ょ
う
、
で
す
か
ら
・
：
」
と
順
接
的
に
原
因
を
導
い
て

い
る
類
、
即
ち
表
面
の
意
と
そ
の
反
対
の
意
が
同
時
に
列
挙
し
て
推

量
さ
れ
る
形
で
、
三
例
と
も
コ
ト
モ
ア
ラ
ム
と
い
う
形
を
と
る
類
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
型
に
、
当
面
の
問
題
歌
を
照
応
さ
せ
て
み

る
と
、
意
味
上
か
ら
、
結
局
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
め
難
い
と

言
え
そ
う
な
の
で
あ
る
と
な
る
と
、
モ
ア
ラ
ム
と
訓
み
得
る
事
は
あ

っ
て
も
意
味
の
上
か
ら
、
そ
の
訓
も
、
も
っ
と
別
の
角
度
か
ら
考
え

ら
れ
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
「
久
雲
在
」
の
刻
と
罰
は
写
本
の
呉
間
も
な
く
、
久
を

乏
の
誤
り
だ
と
す
る
新
考
の
説
も
根
拠
が
薄
い
の
で
、
久
、
雲
は
そ

の
ま
ま
ヒ
サ
ジ
グ
モ
と
訓
ん
で
い
い
と
思
わ
れ
、

の
訓
に
あ
る
と
考
え
た
い
。

そ
こ
で
「
ヒ
サ
シ
グ
モ
：
：
：
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
形
容
調
に
助

詞
モ
が
接
続
す
る
例
を
調
べ
る
と
、

タ
ル
u
y
h
タ
モ
フ

p
タ
L
V

ア
メ
カ

的
苦
司
零
来
雨
司
神
之
崎
（
二
了
二
六
五
）

ト
モ
白
v

h
グ
そ
ア
ル
カ

M
W

腐
鳴
乃
嬬
呼
音
乃
罰
則
割
引
（
八
・
一
五
六
二
）

イ

プ

セ

グ

モ

ア

ル

カ

付
為
声
蜂
音
石
花
蜘
蜘
荒
闘
異
母
二
不
相
市
（
十
二
・
ニ
九
九
ご

ウ

レ

タ

グ

モ

ナ

タ

ナ

ル

ト

リ

・

カ

付
字
礼
多
久
岡
那
久
那
留
登
理
問
（
古
事
記
・
上
〉

等
々
、
枚
挙
に
逗
が
な
く
、
い
ず
れ
も
、
助
調
カ
と
呼
応
し
て
い
る

点
で
（
い
わ
め
る
モ
l
カ
）
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
呼
応
は
、
単
に

形
容
調
＋
モ
の
形
の
み
な
ら
ず
種
々
の
品
詞
に
で
も
数
多
く
見
ら
れ

る
事
か
ら
し
て
も
、
モ
l
カ
は
常
用
さ
れ
た
構
文
法
で
あ
る
事
が
推

察
で
き
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
強
意
の
詠
嘆
、
感
動
の
意
を
ふ
ま
え

る
事
に
よ
り
、
一
首
の
し
め
く
く
り
的
役
割
を
も
果
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
「
久
雲
在
」
を
モ
l
カ
に
照
応
さ
せ

て
、
ヒ
サ
シ
グ
モ
ア
ル
カ
と
訓
む
事
に
大
し
て
抵
抗
は
感
じ
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
、
集
中
、

カ
テ
シ
タ
モ
ア
ル
カ

的
黄
葉
乃
移
伊
去
者
悲
瑚
有
司
（
一
一
了
四
五
九
）

ワ
ピ
シ
タ
モ
ア
ル
カ

同
刊
独
念
爾
吾
念
者
感
剖
剣
町
宮
11

（
四
・
七
一
七
）

タ

プ

ト

タ

そ

ア

ル

カ

付
比
加
里
乎
見
礼
婆
多
敷
万
久
間
劃
流
劃
〈
十
七
・
三
九
二
三
）

タ

ノ

シ

タ

毛

ア

λ
カ

料
等
母
遁
斯
都
米
波
多
怒
斯
久
母
阿
流
劃
（
記
・
下
）

の
如
く
、
モ
ア
ル
カ
が
形
容
詞
に
接
続
し
た
好
例
の
存
在
が
多
い
事

か
ら
し
で
も
、
最
も
妥
当
な
訓
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 結

局
、

問
題
は
在
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き
て
、
結
句
が
改
訓
さ
れ
る
と
、
次
に
懸
念
さ
れ
る
の
は
第
四
句

「
下
夜
之
恋
者
」
の
訓
で
あ
ろ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
註
釈
書
は
シ
タ
ヨ

シ
コ
ヒ
パ
と
訓
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
ヒ
サ
シ
グ
モ
ア
ル
カ
は
、

過
去
か
ら
現
在
へ
の
時
間
の
経
過
に
対
す
る
作
者
の
詠
嘆
の
意
で
あ

る
か
ら
し
て
、
仮
定
法
コ
ヒ
バ
は
、
そ
の
意
味
で
も
モ
ア
ル
カ
に
は

接
続
し
え
な
い
。
た
だ
、
「
恋
」
字
は
、
寛
、
改
に
名
詞
で
訓
ま
れ

て
い
る
が
葛
は
延
う
動
作
を
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
続
け
て
い
る

の
で
あ
り
、
シ
タ
ヨ
の
助
詞
引
が
動
作
、
作
用
の
起
点
を
示
す
機
能

を
持
つ
事
等
か
ら
も
「
恋
」
は
当
然
動
詞
に
訓
む
べ
き
も
の
な
の
で

あ
る
。さ

て
そ
う
な
れ
ば
、
「
恋
者
」
に
対
す
る
可
能
な
訓
に
は
、
コ
フ

ル
ハ
と
コ
フ
レ
パ
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
形
容
詞
＋
モ

什
引
川
カ
の
用
例
か
ら
見
る
と
、
モ
l
ア
ル
カ
に
続
く
上
の
句
は
、

ほ
と
ん
ど
が
動
詞
の
巴
然
形
＋
バ
の
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

に
倣
っ
て
コ
フ
レ
パ
と
し
、
「
心
の
底
で
恋
う
の
で
」
と
い
う
意
に

解
し
て
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
よ
り
コ
フ
ル
ハ
と
訓
ん
で
、
「
心

の
底
で
ば
か
り
こ
ん
な
に
恋
い
慕
う
の
は
、
恋
が
成
就
す
る
に
は
久

し
く
も
ま
あ
か
か
る
事
だ
な
あ
・
：
。
」
と
い
う
意
に
解
し
た
方
が
、

よ
り
歌
の
イ
メ
ー
ジ
に
即
し
た
訓
義
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
上
、
下
夜
之
恋
者
の
剖
を
訓
む
と
、
四
、
五
句
と
も
八
、
八
音
に

な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
場
合
、
出
字
は
不
読
文
字
と
し
て
考
え
ら

れ
は
し
ま
い
か
。
集
中
、
ガ
字
を
不
読
文
字
と
し
て
い
る
例
は
、

セ

ム

ズ

ベ

シ

レ

ヤ

的
其
故
為
便
知
之
也
音
耳
母
名
耳
毛
不
絶
（
二
、
一
九
六
長
歌
）

九

ル

サ

レ

パ

仲
春
之
在
者
妻
乎
求
等
（
十
・
一
八
二
六
）
他
二
例

〔

ア

マ

ギ

ラ

ヒ

〉

ア

マ

ギ

ラ

ヒ

付
天
霧
之
雪
毛
零
奴
可
（
八
・
二
八
四
一
二
）
他
二
例

仏
門
家
爾
有
之
植
爾
鎌
刺
蔵
而
師
（
十
六
、
三
八
二
ハ
〉

等
、
九
例
見
ら
れ
、
日
本
書
紀
に
も

ノ
ツ
カ
ヒ

F

セ
リ
テ
一

的
両
国
使
人
富
岡
判
惇
然
（
推
古
紀
）

カ

テ

カ

ヒ

ト

モ

タ

ロ

同
乃
勝
鳥
養
。
新
羅
送
使
等
制
封
。
（
許
明
紀
〉

等
、
助
詞
、
助
動
詞
＋
之
の
場
合
の
虚
字
の
例
は
、
枚
挙
に
遣
が
な

い
。
そ
し
て
、
集
中
九
例
の
う
ち
五
例
が
問
題
歌
と
同
じ
く
巻
十
に

存
在
し
、
之
字
と
同
じ
調
、
配
、
劃
等
の
漢
文
の
助
辞
が
お
き
字
と

し
て
や
は
り
巻
十
に
多
く
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
問
題
歌
の
討

が
虚
字
と
見
ら
れ
る
裏
づ
け
を
濃
く
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
の
で
あ

る
。
加
之
、

的
隠
沼
従
裏
恋
者
無
乏
妹
名
告
己
物
乎
（
十
一
・
二
四
四
一
）

帥
隠
沼
乃
下
爾
恋
者
飽
不
足
人
爾
語
都
可
忌
物
乎
平
了
二
七
一
色

の
、
強
意
シ
を
含
ま
な
い
発
想
の
類
似
例
の
存
在
は
右
の
事
実
を
一

層
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
事
か
ら
、
問
題
歌
の
四
、
五
句
は
シ
タ
ヨ
コ
フ
ル
ハ
ヒ
サ

シ
グ
モ
ア
ル
カ
と
訓
む
事
に
よ
り
、
作
者
の
哀
感
と
情
熱
と
が
程
よ

く
交
錯
し
て
モ

1
カ
の
詠
嘆
的
イ
メ
ー
ジ
が
生
か
さ
れ
る
と
思
う
の

で
あ
る
。ω

グ
革
開
法
＋
モ
＋
形
容
詞
の
形

吾
妹
子
不
相
久
馬
下
乃
阿
倍
橘
乃
羅
生
左
右
（
十
一
・
ニ
韮
O
）

こ
の
歌
の
第
二
句
の
訓
を
諸
註
釈
に
よ
る
と
、
古
写
、
刊
本
に
は
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①
ア
ハ
デ
ヒ
サ
シ
モ
と
、
不
相
を
ア
ハ
ズ
＋
テ
の
融
合
縮
約
形
に
訓

ん
で
い
る
が
、
他
の
ほ
と
ん
ど
は
②
ア
ハ
ズ
ヒ
サ
シ
モ
説
を
と
り
、

大
系
の
み
③
ア
ハ
ナ
ク
ヒ
サ
シ
と
訓
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
①
の
、

ズ
シ
テ
、
ズ
テ
の
融
合
形
引
は
、
平
安
期
成
立
の
語
で
あ
る
為
、
当

然
問
題
外
で
あ
る
。
次
に
、

ア
ハ

aス
ヒ
サ
シ
ミ

東
市
之
殖
木
乃
木
足
左
右
不
相
久
美
宇
倍
恋
繭
家
利
（
三
、
三
一

O）
 

と
い
う
類
似
的
性
格
を
も
っ
例
の
存
在
か
ら
、
②
説
は
無
論
考
え
ら

れ
る
訓
で
あ
る
が
、
当
面
の
問
題
歌
は
二
句
切
れ
で
あ
る
為
、
や
は

り
ミ
語
尾
と
の
差
異
は
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ミ

語
尾
の
例
に
対
し

イ
モ
ユ
ア
ハ
ズ
ヒ
サ
シ
ク
ナ
リ
ヌ

的
妹
ニ
不
和
久
成
行
而
早
見
奈
（
四
・
七
六
八
）

一
占
ミ
一
一
ァ
ー
ハ
ズ
ヒ
ザ
ジ
タ
ナ
リ
ヌ

付
朝
瑚
刑
制
利
岡
宿
玉
諸
之
長
命
之
惜
雲
無
（
十
二
・
5
0
八二）

イ

モ

ニ

ア

ハ

ズ

ヒ

サ

ッ

ク

ナ

リ

け
伊
封
詞
到
劃
卦
出
剖
即
刻
到
里
！
奴
爾
芸
之
河
波
平
七
・
四

O
二
八
）

の
＝
一
例
は
、
い
ず
れ
も
二
句
、
四
句
切
れ
で
あ
り
、
発
想
法
も
問
題

歌
と
よ
く
似
て
い
る
o

し
か
し
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
「
逢
わ
な
い

で
時
が
経
っ
た
」
意
の
表
現
は
、
二
句
に
一
日
一
つ
て
な
さ
れ
る
の
が
当

時
の
自
然
な
方
法
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
、
ア
ハ
ズ
ヒ
サ
シ
モ
と

一
句
中
に
諸
め
て
区
切
れ
と
し
て
し
ま
う
に
は
少
々
無
理
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
為
、
②
説
に
つ
い
て
は
一
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
③

説
に
つ
い
て
は
、
ア
ハ
ナ
ク
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
打
消
「
ず
」
の

ク
語
法
で
あ
り
、
上
代
で
は
ク
語
法
が
独
特
な
語
形
成
を
な
し
て
い

温画趣普

た
事
は
、
多
く
の
例
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
集
中
「
グ
語
法
＋
形

容
詞
l

一
の
形
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
困
マ
ベ
に
推
量
の
助
動
詞
ム
の

ク
語
法
引
列
の
形
で
考
察
し
て
み
る
。

マ

ク

ク

ル

シ

の
妹
之
光
儀
乎
見
巻
苦
流
思
母
（
二
・
三
二
九
）

ス
ギ
マ
ク
テ
シ
ー

肘
黄
葉
乃
過
麻
久
惜
見
思
共
（
八
・
一
五
九
一
）

ア
ケ
マ
ク
ヲ
シ
キ
ア
タ
ヲ
ヨ
ヲ

付
開
巻
惜
怪
夜
乎
（
九
・
一
六
九
三
）

右
は
叫
引
の
例
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
が
、
形
容
詞
は
い
ず
れ
も
、

終
止
形
に
助
詞
射
や
刈
引
等
が
接
続
し
て
終
止
し
て
い
る
か
、
連
体

形
の
形
で
、
あ
る
い
は
ミ
語
尾
に
接
続
し
て
い
る
か
の
ど
れ
か
で
あ

っ
て
明
引
の
例
の
全
て
が
当
て
は
め
ら
れ
る
。
こ
の
事
か
ら
推
察
し

て
言
え
る
の
は
、
ア
ハ
ナ
ク
ヒ
サ
シ
の
よ
う
に
、
グ
語
法
に
直
接
ヒ

サ
シ
と
い
う
形
容
詞
の
一
終
止
形
が
接
続
し
て
い
る
の
は
一
例
も
な
い

と
い
う
事
で
あ
る
。
即
ち
、

川
山
之
将
寅
変
阿
見
幕

E昨
（
十
・
二
二

O
O）

カ

ケ

マ

ダ

モ

ア

ヤ

ニ

カ

シ

ヨ

シ

Mwm剣
劇
削
川
町
珂
剖
同
制
科
副
官
（
十
八
・
四
一
一
一
）

等
の
如
く
、
全
て
助
詞
モ
を
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
マ
グ
の

み
な
な
ら
ず

ヲ

シ

ケ

グ

モ

ナ

γ

的
美
自
可
伎
伊
能
知
毛
乎
之
家
久
間
到
劇
（
十
五
・
一
一
一
七
四
四
）

ヤ

ス

ケ

グ

モ

ナ

シ

片
許
許
呂
爾
毛
知
つ
与
問
調
劉
列
剛
到
UL
（
十
五
・
一
二
七
一
二
一
一
）

i

y

グ

ナ

9

モ

ウ

シ

川
門
家
居
有
君
之
聞
都
都
追
気
奈
久
司
宇
之
〈
十
九
・
回
二
O
七）

等
の
「
形
容
詞
の
一
語
幹
十
け
い
辞
の
ケ
十
グ
」
の
形
叉
、
判
列
の
例

に
於
い
て
も
同
じ
事
が
一
士
一
口
え
、
剖
を
介
し
、
例
外
な
く
結
句
に
使
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
か
ら
、
削
わ
寸
話
法
uf
剖
判
形
容
詞
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制
劇
出
所
の
形
は
当
時
の
、
一
般
的
な
構
文
法
と
見
る
事
が
で
き
、

「
不
相
久
」
も
引
を
介
し
て
、
ア
ハ
ナ
グ
モ
ヒ
サ
シ
と
訓
む
の
が
妥
当

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
上
、
不
相
を
ア
ハ
ナ
グ
と
訓
ん
だ
十
四
例

の
う
ち
、
一
句
中
、
不
相
に
形
容
詞
が
接
続
す
る
、

ア
ハ
ナ
グ
モ
ア
ヤ
シ

約
時
守
之
打
鳴
鼓
敷
見
者
辰
爾
波
成
不
相
劃
佐
へ
十
一
・
一
一
六
四
一
）

ア
ハ
ナ
ク
モ
ア
ヤ
シ

ベ
町
一
名
者
告
而
之
乎
不
相
自
佐
（
十
二
・
二
一

O
七
六
）

ア

ハ

ナ

グ

モ

ア

ヤ

シ

付
実
登
波
奈
礼
留
乎
阿
波
奈
久
毛
安
夜
思
（
十
四
・
三
コ
一
六
四
）

の
三
例
、
叉

ヤ
マ
ナ
ク
モ
ア
ヤ
シ

仲
箆
玉
五
年
雄
経
吾
恋
跡
無
恋
不
釦
佐
（
十
一
・
二
コ
一
八
五
〉

の
如
き
例
の
存
在
は
、
前
述
の
結
果
を
一
一
層
、
確
証
ず
け
る
も
の
だ

ろ
う
。
尚
、
「
逢
わ
な
い
状
態
で
久
し
い
時
が
経
っ
た
」
意
に
は
、

二
句
に
一
日
一
つ
て
の
常
用
表
現
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
一
句
中
、
し
か

も
結
句
で
の
表
現
に
は
ア
ハ
ナ
グ
モ

J

ヒ
サ
シ
の
形
が
常
用
構
文
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
意
味
上
か
ら
も
、
「
逢
わ
な
い
で
久
し
い
」
は
、

現
代
感
覚
で
こ
そ
理
解
さ
れ
る
表
現
で
あ
り
、
当
時
は
「
逢
わ
な
い

事
が
久
し
い
」
と
い
う
の
が
妥
当
と
思
う
の
で
あ
る
。

ω
シ
l
オ
モ
ホ
ユ
の
形

集
中
、
慣
用
句
は
、
種
々
の
形
で
存
在
し
て
い
る
が
、
ー
オ
モ
ホ

ユ
の
形
も
シ
ノ
ハ
ユ
等
と
同
様
、
一
種
の
慣
用
的
表
現
と
い
わ
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
集
中
五
十
六
例
に
も
の
ぼ
る
、
ー
オ
モ
ホ
ユ
の
形
を
詳
細

に
分
類
し
て
み
る
と
、
川
閣
は
、

ナ
キ
ヒ
ト
オ
モ
L
F
Z

判
前
裳
今
日
裳
無
人
所
念
（
七
・
一
一
山

O
六）

ジ
一
フ
ツ
ユ
オ
モ
オ

同
春
日
野
之
草
花
之
末
乃
白
露
於
母
保
遊
（
十
六
・
一
一
一
八
一
九
）

イ

ニ

シ

ヘ

オ

そ

ホ

ユ

川
円
伊
夜
思
久
思
久
爾
伊
繭
之
弊
於
毛
保
由
（
十
七
・
一
二
九
八
一
）

等
の
二
十
六
例
で
、
オ
モ
ホ
ユ
に
接
続
す
る
口
町
詞
は
い
ず
れ
も
必
ず

問
音
で
あ
る
。
即
ち
、
単
独
母
音
オ
を
含
む
結
句
で
の
準
不
足
音
が

意
識
的
に
さ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
次
の
倒
の
形
に
、

ヤ
マ
ト
シ
オ
モ
ホ
ユ

的
寒
暮
タ
和
訓
所
念
（
一
・
六
四
）

シ
ゲ
タ
シ
オ
モ
ホ
ユ

同
秋
田
之
穂
立
繁
副
所
念
（
八
・
一
五
六
七
）

ワ

ギ

ヘ

ジ

オ

モ

ホ

ユ

付
都
波
良
都
婆
良
爾
吾
家
副
於
母
保
由
（
十
八
・
四

O
六
五
）

の
如
く
見
ら
れ
、
一
二
音
の
語
に
強
意
の
助
詞
判
、
が
介
さ
れ
る
事
に
よ

っ
て
一
一
層
明
確
に
な
ろ
う
。

最
後
の
刷
の
九
例
は
ど
ち
ら
に
も
属
さ
れ
な
い
も
の
で

ド

モ

オ

モ

ホ

ユ

的
宇
利
波
米
婆
胡
藤
母
意
母
保
由
久
利
波
米
婆
（
五
・
八
Q
一長歌）

ワ
レ
エ
オ
そ
ホ
ユ

伺
斑
衣
服
面
影
吾
爾
所
念
未
服
友
（
七
・
二
一
九
六
）

ツ
永
ニ
オ
モ
ホ
ユ

付
足
引
之
山
霊
公
鳥
汝
鳴
者
家
有
妹
常
所
念
（
八
・
一
四
六
九
）

ナ
キ
シ
オ
モ
ホ
ユ

判
白
細
布
乃
決
潰
左
右
二
腹
八
四
所
念
（
十
一
・
二
五
一
八
）

ロ

オ

モ

ホ

ユ

肘
大
夫
能
許
己
日
於
毛
保
由
（
十
八
・
四

O
九
五
）
長
歌

オ
ホ
ヂ
オ
モ
ホ
ユ

付
見
者
京
之
大
路
所
念
（
十
九
・
四
一
四
二
）

マ
シ
テ
オ
モ
ホ
ユ

川
中
中
不
見
有
従
相
見
恋
心
益
念
（
十
一
・
二
三
九
二
）

マ
ジ
テ
オ
モ
ホ
ユ

例
花
耳
円
穂
日
乎
有
者
毎
見
益
而
所
念
（
八
・
一
六
二
九
）

マ
シ
テ
オ
モ
ホ
ユ

川
将
忘
云
者
益
所
念
（
十
・
二
三
三
七
）

に
見
ら
れ
る
如
く
、
七
音
の
準
不
足
音
句
の
ま
ま
で
終
っ
て
い
る
形

で
あ
る
。
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以
上
の
集
中
電
五
十
六
例
の

i
オ
モ
ホ
ユ
の
形
の
う
ち
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
強
の
四
十
七
例
は
、
凶
倒
に
属
し
て
い
る
と
い
う
事
実
、
そ

し
て

カ
リ
イ
ホ
シ
オ
モ
ホ
ユ

金
野
乃
美
草
苅
葺
屋
梓
礼
里
之
兎
道
乃
宮
子
能
借
五
百
磯
所
念

（
一
・
七
）

に
至
つ
て
は
異
例
的
な
破
格
調
九
音
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
当
時

の
人
々
の
言
語
意
識
が
窺
わ
れ
、
そ
の
点
か
ら
も
仰
は
一
考
に
値
す

る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
全
て
を
法
則
の
中
に
あ
て
は
め
て
し
ま
う

の
は
早
計
で
、
例
え
ば
的
制
は
仮
名
書
で
あ
り
、
規
制
の
少
な
い
長

歌
で
あ
る
為
、
や
は
り
除
外
し
て
考
え
た
い
。
又
併
の
突
四
所
念
は

類
似
歌
、

ナ

キ

グ

ゾ

モ

ハ

ユ

和
芸
毛
古
我
蘇
豆
毛
志
保
々
爾
奈
伎
志
曾
母
波
由
（
二
十
・
里
一
五
七
）

の
存
在
か
ら
、
強
意
刈
を
訓
添
え
た
方
が
よ
り
妥
当
で
は
な
い
か
。

同
じ
く
制
の
吾
爾
所
念
も
、
意
味
上
か
ら
や
は
り
ゾ
を
訓
添
え
た
い
。

残
り
五
例
は
結
局
、
リ
引
を
補
読
し
た
方
が
よ
さ
さ
そ
う
だ
と
思
わ
れ

る
も
の
で
川
例

ωを〔
A
〕
、
村
付
を
〔
B
〕
に
分
け
て
考
察
し
て
み
る

事
に
す
る
。〔A

〕
益
念
に
つ
い
て

中
中
不
見
有
従
相
見
恋
心
益
念
（
十
一
・
二
三
九
二
）

こ
の
歌
の
結
句
は
、
古
義
説
イ
ヨ
ヨ
オ
モ
ホ
ユ
を
除
い
て
他
の
註

釈
書
全
部
が
マ
シ
テ
オ
モ
ホ
ユ
と
訓
ん
で
お
り
、
少
し
の
疑
問
も
さ

し
は
さ
ま
れ
な
か
っ
た
訓
で
あ
る
。
ま
ず
胡
字
に
つ
い
て
で
あ
る
が

マ
uv

－

ア

一

シ

ノ

ハ

ユ

久
利
波
米
波
麻
斯
提
斯
農
波
白
（
五
・
八

O
二
）
長
歌

と
い
う
好
例
の
存
在
か
ら
、
又
「
ず
っ
と
続
い
て
き
た
状
態
の
程
度

を
強
め
る
」
意
を
表
わ
す
と
こ
ろ
か
ら
、
イ
ヨ
ヨ
に
変
え
る
ま
で
も

な
く
、
マ
シ
テ
と
訓
む
の
が
一
首
全
体
の
意
味
に
最
も
泊
っ
て
い
る

と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
マ
シ
テ
＋
シ
の
同
じ
例
は
存
在
し
な

い
が
、
副
詞
に
助
詞
叫
が
つ
く
例
は

モ

ト

ナ

シ

コ

ヒ

的
如
是
許
桐
刑
判
剛
恋
者
（
四
・
七
一
一
一
一
一
）

イ

タ

タ

ツ

フ

ケ

帥
安
由
能
加
是
伊
多
久
之
布
気
婆
（
十
七
・
四

O
O六）

ナ

ホ

γ
ミ

ガ

ホ

ジ

付
移
夜
時
自
久
爾
剣
倒
剖
周
到
倒
之
（
十
八
・
四
一
一
一
一
〉

等
、
枚
挙
に
逗
が
な
く
、
も
は
や
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
又
マ
シ

テ
が
、
本
来
は
「
増
す
」
か
ら
の
派
生
語
で
あ
る
事
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
動
調
＋
接
続
助
調
テ
＋
シ
の
例
も

対
キ
テ
一
u
y
h
グ
レ
バ

的
露
霜
乃
置
而
之
来
者
合
了
一
一
一
一
一
）

オ
ヒ
テ
ジ
ユ
カ
ム

同
公
之
事
跡
乎
削
剛
剖
矧
剖
（
十
九
・
四
二
五
一
）

付
茂
御
世
繭
幸
閉
奉
牟
制
品
（
祝
詞
・
大
嘗
祭
〉

爾

f

M
W

賢
臣
能
人
乎
剤
耐
剖
（
宣
命
第
四
十
八
詔
）

等
々
、
数
え
切
れ
な
い
程
存
在
し
、
ほ
と
ん
ど
慣
用
的
に
な
っ
て
い

る
事
等
か
ら
推
し
て
、
品
創
は
当
然
刊
を
補
読
し
て
マ
シ
テ
シ
オ
モ

ホ
ユ
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
と
結
論
寺
つ
け
て
い
い
と
思
う
。

〔B
〕
常
所
念
に
つ
い
て

足
引
之
山
震
公
烏
汝
鳴
者
劇
樹
鮒
制
問
創
パ
八
・
一
四
六
九
）

こ
の
歌
の
結
句
は
、
諸
註
釈
書
か
ら
、
南
字
に
は
ま
ず
問
題
は
な

い
が
、
開
到
に
つ
い
て
は
、
オ
モ
フ
の
訓
に
対
し
、
注
釈
は
、
準
不

足
音
句
は
結
句
の
例
外
に
な
る
と
し
て
シ
ノ
フ
説
を
と
っ
て
い
る
。

し
か
し
配
制
ω
と
い
う
言
葉
の
上
か
ら
ば
か
り
で
な
く
字
面
か
ら
も
周
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様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

命
に
於
い
て
も
、

的
吾
心
恒
一
一
劃
一
一
白
レ
虚
朔
行
一
。

仲
使
者
ハ
遺
一
日
午
十
所
レ
念
行
間
一
一
（
祝
詞
・
遣
一
一
唐
使
時
奉
幣
）

川
斯
地
者
無
物
止
釦
勤
前
回
開
眉
（
宣
命
第
卜
二
詔
）

の
如
く
、
創
は
専
ら
れ
そ
判
意
の
表
記
に
の
み
使
用
さ
れ
、
シ
ノ
フ

意
に
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
オ
モ
ホ
ユ
の
慣
用

句
の
多
く
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
古
川
念
は
オ
モ
ホ
ユ
と
訓
む
べ
き
な

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
副
詞
ッ
、
不
ニ
は
前
述
の
マ
シ
テ
の
場
合
？
と
同

じ
理
由
か
ら
、
又
、
名
詞
十
助
詞
ニ
の
形
が
副
詞
化
し
た
例

同
大
宮
人
毛
越
乞
繭
思
自
仁
剛
有
者
（
六
・
九
二

O
）

タ
ダ
J

1

ν

刷
真
素
鏡
酌
ベ
一
副
妹
乎
不
相
見
者
（
十
一
・
一
一
六
一
一
二
二
）

タ

ダ

ユ

シ

ア

ラ

ネ

川
吾
待
之
代
者
曾
無
向
田
岡
ー
乙
不
有
者
（
十
六
・
三
八
一

O
）

等
の
存
在
か
ら
当
然
、
問
問
釦
に
い
を
補
珪
祝
し
て
ツ
ネ
ニ
シ
オ
モ
ホ

ユ
と
す
べ
き
で
あ
る
事
は
自
明
の
理
で
あ
ろ
う
。

さ
て
諸
註
釈
書
の
ほ
と
ん
ど
が
、
イ
ヘ
ナ
ル
イ
モ
シ
と
訓
ん
で
い

る
第
四
句
は
、
結
句
の
刈
の
補
読
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
ず
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

旧
訓
で
は
そ
の
他
に
①
イ
へ
ニ
ア
ル
イ
モ
と
、
②
イ
ヘ
ナ
ル
イ
モ
ヲ

の
二
説
が
あ
る
が
、
①
説
に
つ
い
て
は

イ

ヘ

ニ

ア

ル

イ

モ

シ

的
伊
弊
爾
安
流
伊
毛
之
於
母
比
我
奈
思
母
（
十
五
、
一
二
六
八
六
）

ヒ

プ

ニ

ア

ル

ワ

レ

ヲ

制
比
奈
繭
剖
流
和
礼
乎
（
十
七
・
三
九
四
九
）

等
の
例
が
あ
る
。
し
か
し
皆
、
仮
名
書
の
巻
で
あ
り
、

集
中
は
勿
論
、

プ
1
甘
骨
寸
し
、

1
4

下
一
二
三
口

~~l 

（
一
記
・
中
）

祝
詞
、
宜

之
乎
我
等
の

助
詞
の
表
記
に
よ
っ
て
八
音
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば

岳
説
に
何
ら
か
の
助
詞
を
施
訓
し
て
も
、
結
局
、
結
句
も
八
土
日
で
あ

る
為
、
当
時
の
歌
の
格
調
の
重
視
と
い
う
白
か
ら
さ
け
る
べ
き
だ
と

思
わ
れ
る
。
次
に
②
説
だ
が
、
オ
モ
ホ
ユ
の
一
言
葉
自
体
の
も
つ
意
か

ら
、
引
の
補
読
は
語
法
的
に
可
笑
し
く
、
ヲ
＋
・
：
オ
モ
ホ
ユ
の
形
、
が

皆
無
で
あ
る
事
実
か
ら
も
妥
当
で
な
い
。
但
し
、

イ
ヘ
ナ
ル
ヒ
ト
モ
マ
チ
コ
ヒ
ヌ
ラ
ル

川
川
家
ム
ゲ
人
毛
待
恋
奴
濫
（
同
・
六
五
一
）

イ
ヘ
ナ
ル
イ
モ
ガ
マ
チ
ト
ハ
ム
タ
メ

同
在
家
妹
出
待
将
問
多
米
（
六
・
九
七
六
）

イ

へ

ナ

ル

イ

モ

一

一

ア

ヒ

テ

コ

マ

シ

ヲ

付
伊
弊
奈
流
伊
毛
一
前
安
比
豆
許
麻
之
乎
（
十
五
・
三
六
七
一
）

イ

へ

ナ

ル

イ

モ

ハ

サ

ヤ

ニ

ミ

モ

カ

モ

村
伊
波
奈
流
伊
毛
波
佐
夜
繭
並
大
毛
可
母
（
二
十
・
四
四
二
二
一
）

等
の
例
の
如
く
、
イ
ヘ
ナ
ル
イ
モ
十
助
詞
と
い
う
形
、
が
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
何
ら
か
の
助
詞
を
施
す
事
が
出
来
る
と
言
え
る
。
そ
こ

で
引
・
ニ
は
、
意
味
上
、
語
法
上
無
理
で
あ
り
、
州
に
於
い
て
は
、

下
の
オ
モ
ホ
ユ
に
か
か
る
州
の
用
例
は
一
例
も
な
い
。

結
局
、
か
か
っ
て
い
く
用
言
と
の
結
合
を
強
め
る
ハ
、
が
考
え
ら
れ
、

ハ
：
・
オ
モ
ホ
ユ
の
形
四
例
の
う
ち
、

サ
ム
キ
コ
ウ
ベ
ハ
ヤ
マ
ト
ジ
オ
屯
ホ
ユ

鴨
之
羽
我
比
爾
霜
零
而
索
、
暮
タ
和
之
所
念
（
一
二
ハ
四
）

の
如
く
べ
の
補
読
例
が
一
例
に
し
ろ
存
在
し
、

ア

ガ

モ

フ

キ

ミ

ハ

シ

ク

シ

ク

オ

モ

ホ

コ

字
流
、
波
之
等
安
我
毛
布
伎
美
波
思
久
思
久
於
毛
保
由
（
十
七
・
三

九
七
四
）
の
様
に
、
川
利
引
の
意
と
類
似
す
る
以
州

lm引
が
、

判
州
剖
寸
剤
叫
パ
ー
と
四
、
結
句
を
成
し
て
い
る
事
実
は
、
イ
へ
ナ
ル
イ

モ
ハ
と
ツ
ネ
ニ
シ
オ
モ
ホ
ユ
と
の
結
び
つ
き
を
一
層
強
く
す
る
も
の

だ
と
一
言
え
、
こ
こ
は
到
よ
り
ベ
の
方
が
よ
り
妥
当
な
訓
だ
と
思
う
。
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そ
し
て
、
同
じ
く
問
題
に
し
た
「
大
路
所
思
」
も
こ
れ
ら
の
観
点
か

ら
オ
ホ
ヂ
シ
オ
モ
ホ
ユ
と
訓
む
べ
き
も
白
明
の
理
と
言
え
る
。

以
上
、
訓
添
え
、
改
訓
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
問
題
に
ふ
れ
て
き

た
が
、
い
わ
ゆ
る
上
代
人
の
、
一
言
葉
の
表
現
に
対
す
る
意
識
は
非
常

に
強
く
、
助
詞
・
助
動
詞
一
つ
に
し
ろ
、
当
時
の
構
文
法
に
従
っ
て

無
理
な
く
、
扱
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
歌
を

表
記
す
る
場
合
の
用
字
意
識
に
も
つ
な
が
り
、
表
現
法
、
用
字
法
等

が
と
も
に
把
握
さ
れ
て
、
当
時
の
人
々
の
理
解
の
基
と
な
っ
て
い
た

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
モ

l
カ
モ
や
モ

l
カ
等
の
呼
応
関
係
に
於

け
る
一
方
の
表
記
省
略
、
又
、
ク
語
法
に
見
ら
れ
る
種
々
の
慣
用
句

、
そ
し
て
準
不
足
音
句
、
が
問
題
の
中
心
と
な
る
・
：
シ
オ
モ
ホ
ユ
等
の

統
一
さ
れ
た
表
現
法
、
等
特
に
上
代
に
於
け
る
助
詞
判
は
文
中
で
一

種
の
係
結
び
的
役
割
を
果
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ネ
ノ
ミ
シ
ナ
カ

ュ
。
イ
メ
ニ
シ
ミ
ユ
ル
等
の
慣
用
句
の
多
い
事
か
ら
も
領
ミ
つ
け
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

要
す
る
に
こ
れ
か
ら
上
代
の
表
現
法
は
、
種
々
の
形
で
把
握
さ
れ

て
お
り
、
上
代
人
の
言
語
に
対
す
る
窓
識
の
中
に
確
実
に
反
映
し
て

い
た
事
が
分
る
の
で
あ
る
。

平
家
物
語
序
章
の
研
究

丸

千

鶴

子

1-U 

什

序

「
平
家
物
語
」
と
い
え
ば
、
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の

響
あ
り
」
の
書
き
出
し
を
す
ぐ
に
思
い
出
す
程
、
そ
れ
は
我
々
の
聞

に
親
し
ま
れ
た
書
き
出
し
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
序
章
は
「
平
家
物

語
」
を
貫
い
て
い
る
諸
行
無
常
の
仏
教
哲
理
を
表
現
し
、
又
「
濯
頂

巻
」
の
厭
離
械
土
、
欣
求
浄
土
な
る
経
生
思
想
と
照
応
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
常
識
化
さ
れ
た
考
え
が
果

L
て
正

鳴
を
得
た
も
の
で
あ
る
か
、
又
序
章
の
表
現
は
そ
れ
の
み
に
終
っ
て

い
る
の
か
等
と
、
付
、
序
章
の
解
釈
と
そ
の
典
拠
、
口
、
無
常
観
に

つ
い
て
、
白
、
方
丈
記
の
序
章
と
の
比
較
、
同
、
平
家
物
語
に
お
け

る
序
章
の
意
義
、
等
の
方
向
か
ら
研
究
し
て
、
序
章
の
持
つ
意
義
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
て
見
た
い
と
思
う
。

同

本

論ω、
序
章
の
解
釈
と
そ
の
典
拠

「
平
家
物
語
」
序
章
の
部
分
は
、
現
在
残
っ
て
い
る
平
家
諸
本
の

代
表
的
な
も
の
と
比
較
し
て
み
て
も
、
さ
し
あ
た
り
本
文
的
に
は
問

題
の
な
い
文
章
で
あ
る
。
よ
っ
て
覚
一
本
系
統
の
龍
谷
大
学
図
書
館

所
蔵
の
平
家
物
語
を
底
本
と
す
る
「
日
本
古
典
文
学
大
系
お
」
に
よ

っ
て
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
主
な
大
意
は

w
人
が
諸
行
無
常
盛
者
必
衰
の
道
理
に
抗
し
得
な
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